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基本作業－475　空気のパージ
装置の全部または一部の使用を開始する場合は、可燃物を入れる前に空気をパージし、酸素濃度を2.0％以下まで下げなくてはならない（注）。
＜スチームによるパージ＞

○　スチームによりパージする場合は、スチームを停止すると同時にＮ２ガスを入れるのが好ましい。

○　スチーム中のO２濃度を測定する器具はあるものの、当社では採用していないので、各塔槽類毎にSOPで定めるようにスチームが出て来てから○○時間スチーミングを行う。

○　スチーミングしながら実ガスを導入する方法を採用しているところもあるが、この場合、必ずドレン切りを併用し、内部が正圧であることを確かめながら行う。

＜水によるパージ＞

○　溢水置換は低部より水を入れ最頂部より空気を抜き、最も確実な方法である。

○　しかし、実ガス導入時に水切速度を加減しないと、塔槽内部が減圧になり、どこから空気を吸い込むことがあるので周辺のバルブ類の開閉状態を確認してから行うこと。
＜N２によるパージ＞

○　可燃性ガスのN２によるパージと同様の注意を要する。
　

　　（注意）　そのプロセスで扱うガスの種類によって（重合しやすいもの、ブタジェン等）酸素濃度の基準は変化するので、必ず目標値を確認する。
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